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毎年、旬な文化的テーマを掲げてファ

ッション展を開催する「メトロポリタン

美術館コスチューム研究所」は、 2019年

春の展覧会のテーマを「キャンプ(cam

p) 」と発表した。野営のことではない。

芝居がかっていたり、過剰であったり、

悪趣味だったり、皮肉が効いていたり、

ゆえにたまらない魅力となるような感覚

のことだ。語源はフランス語で「身構え

る」 「立ちはだかる」という意味の「Se

camper」 。 1964年にスーザン・ソンタ

グが「 「キャンプ』についての覚書」を

書いて広く知られるようになった。

ファッション史にみられるキャンプな

刑は、レディー・ガガがLGBTの権利

予測不能な劇場型悪趣味
を守るため着用した生肉ドレスや、オス

カー・ワイルドが画一的な黒スーツに抵

抗して着用した唯美主義衣装など。 「常

識」を振りかざす社会に立ちはだかり、

過剰なほどの皮肉を効かせ、挑発してみ

せるのがキャンプの真骨頂。社会性を帯

びた劇場型悪趣味といえようか。

今、なぜキャンプから企画した学芸員

のアンドi)ユー・ボルトンは「ニュー早

-ク・タイムズ」のインタビューで次の

ような趣旨を語る。 「現代の私たちは多

くの領域でキャンプなものにさらされて

いる。トランプ大統領もとてもキャンプ

な人物だ。タイムリーなテーマだ」

なるほど、ツイート一つで側近の解任
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を公表するなど、良識に逆行する劇場型

悪趣味とよべる言動を重ねる大統領もま

た、 「キャンプ」にくくられるとは。そ

ういえば、落札が決まった瞬間に絵が崩

壊する仕掛けをほどこしたバンクシーの
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っかりと持たねばならない時代でもある

ことを、モードは警告する。 (服飾史家)


